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学位論文題名 

地方都市における子育て家族の生活と資源 
―地域の移動タイプと追加的なケアに着目して― 

 
 
 本論文に通底する問題意識は、女性の貧困の特質を「ケア」という観点から明らかにする

ことである。女性は家族における「ケア役割」の主な担い手になることが多くみられ、また

それを正当化する社会規範が存在する。この中で例えば、妻が子どもや要介護高齢者のケ

アをするために離職し夫の稼得に経済的に依存するといった状態が発生している。こうし

た「ケア役割」を担うために、担い手自身がせざるを得ない依存を「二次的依存」と呼ぶ。

「二次的依存」は、ケアの担い手の自立性を弱め貧困リスクになりうる。したがって、女性

の貧困、人生における選択可能性の制限を「ケア」の観点から考察する際には、「二次的依

存」の分析が求められる。これはフェミニズムを基盤にした正義論・ケア論の議論では、中

心的な論点とされてきた。 
 しかし「二次的依存」は、それ自体では貧困として現象するわけではなく、貧困問題とし

て可視化されにくい。結果としてこれまでの議論は正義論・ケア論における規範レベルで

の議論が中心であり、実証的研究の蓄積が少ない。先行する実証的研究も、多くは家族内に

おける女性の就業、収入、家事分担の実際と決定過程に関するものが多く、家族外の資源を

考察の対象に含めるものが少ない。こうした研究動向のなかで、本論文は、地域における子

育て家族が、日々の生活とケアを営んでいく際にどのように家族内外の資源を編成してい

くかという点に着目して、貧困リスクとしての「二次的依存」の様態を実証的に明らかにし

ようとした貴重な試みである。主にはケアの担い手である母親が分析の対象とされている。 
本論文の評価しうる点は以下である。 

 第１に、周到な調査設計と分析枠組みの設定である。現実の生活場面における「ケア」の

あり方や規範の作用、利用しうる地域の社会資源は多岐にわたり、全体像の把握が難しい。

したがって、以下の設定を行って調査と分析を可能にしている。①調査地域を、一定の社会

資源が準備されかつその構造が把握しやすい「地方都市」に設定している。②地域間の比較



が可能になるように、二つの地方都市を対象としている。③就学前の子どもを養育する時

期、というライフコース上の時期を対象とし、想定される基本的なケアニーズを統一させ、

想定される資源の種類を明確にしている。④家族が主に利用する公的な社会資源を保育所、

療育センターに統一し、他のインフォーマルな資源の編成のあり方を把握しやすくしてい

る。⑤ケアのあり方と資源の編成、「二次的依存」の様態との関係の考察を行う方法として、

追加的なケアが必要かどうかという点で、想定されるケアを２段階に設定している。⑥調

査方法として個別面接調査を用い、生活史をあわせて聞き取ることで、家族の形成過程と

職業・地域移動、利用する資源の変化を把握できるようにしている。このような設定を行っ

たうえで、本論文では、A 市における保育所利用世帯、A 市における発達支援センター利用

世帯（子どもに追加的なケアが必要）、B 市おける発達支援センター利用世帯（子どもに追

加的なケアが必要）の３つの調査を行い、それぞれ約 40 世帯の面接調査の結果が丁寧に分

析されている。 
 第 2 に、「追加的なケア」という観点を設定したことである。ここでの「追加的なケア」

とは、「障害をもつ子ども」に対する障害特性への対応というだけではなく、「障害」が確定

されないなかで、「発達に遅れがあるようだ」「言葉が遅いので心配」といった、一般的な子

育てに関わるケアと明確に区別しにくいあいまいさを持ち、したがってケアの担い手やそ

の家族、周りからも明確な負担とは意識されにくく、しかし現実に通常の子育てに加えて

追加的に行われている配慮や行為のことである。こうした観点を設定し、主に母親の育児

行動と資源の編成過程を分析することで、本論文においては、ケアの担い手にも明確に意

識されていないケア負担と、それを行うための「二次的依存」の実証的把握の試みがなされ

る。こうした観点を設定することは先行研究にはなく、本論文のオリジナリティの高さを

示すと同時に、ケア研究における論点を提示している。 
 第 3 に、上記の調査と分析枠組みに基づいて、母親の就業行動、社会的ネットワーク、

資源編成のあり方、ケア行為と「二次的依存」の様態が、地域の社会資源・公的サービスの

構造、家族の地域移動のタイプ、「追加的なケア」の有無によって異なることが明らかにさ

れたことである。つまり、家族内の役割分担や就業の決定過程、夫婦間におけるジェンダー

不平等の観点から「二次的依存」を考察する先行研究に、地域における諸条件とケアの質の

違いという観点が必要であることを提起している。この指摘は政策、実践のあり方を考察

する上でも、重要な意味を持つ。 
 こうした学術的な貢献として評価しうる諸点の一方で、以下のような課題が審査過程で

指摘された。①地域差の解釈、理論的な説明が十分ではないこと、②先行研究として女性労

働、就業行動の研究の参照、検討が弱いこと、③「二次的依存」を検討する際、依存をする

対象の相違、依存の意味の相違等について、より詳細な分析が必要であること、等である。 
このようにいくつかの不十分さがみられるものの、本論文は前述の学術的な貢献に見ら

れるように、先行する当該分野の研究の発展に大きく資すると判断される。 
よって著者は、北海道大学博士（教育学）の学位を授与される資格があるものと認める。 
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